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Ⅰ　

人　
　
　

事

○
文
庫
長
・
主
事

　

二
〇
二
〇
年
九
月
末
日
を
以
て
佐
々
木
孝
浩
君
が
文
庫
長
の
任
期
を
、

一
戸
渉
君
が
主
事
の
任
期
を
そ
れ
ぞ
れ
満
了
、
十
月
一
日
付
を
以
て
共
に

重
任
し
た
。
両
君
の
任
期
は
二
〇
二
二
年
九
月
末
日
ま
で
。

○
研
究
嘱
託

　

二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
付
を
以
て
、
文
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
の
斎

藤
慎
一
郎
君
の
任
期
を
更
新
し
た
。任
期
は
二
〇
二
二
年
三
月
末
日
ま
で
。

○
訪
問
研
究
員

　

上
海
大
学
副
教
授
（
准
教
授
）
鄭
幸
君
が
、
訪
問
准
教
授
と
し
て
二
〇

二
〇
年
九
月
十
四
日
ま
で
滞
在
、
清
版
の
調
査
研
究
に
従
事
し
た
。
訪
問

期
間
は
二
〇
一
九
年
九
月
十
五
日
よ
り
一
年
間
で
あ
っ
た
。
ま
た
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
教
授
ポ
ー
ル
・
Ｓ
・
ア
ト
キ
ン
ス
君
が
十
月
二
十
六
日
か
ら
十

一
月
二
十
日
ま
で
訪
問
教
授
と
し
て
滞
在
、
絶
海
中
津
に
関
す
る
研
究
に

従
事
し
た
。

○
職
員

　

二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
付
を
以
て
桑
田
恵
里
君
が
事
務
嘱
託
に
就
任
し

た
。
二
〇
一
八
年
十
二
月
三
日
よ
り
休
職
し
て
い
た
事
務
員
飯
島
典
子
君

が
六
月
一
日
付
を
持
っ
て
復
職
、
七
月
一
日
付
け
で
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー

事
務
員
に
異
動
と
な
っ
た
。

　
　
　

Ⅱ　

斯
道
文
庫
委
員
会

第
一
回
・
二
〇
二
〇
年
六
月
二
十
四
日
（
水
）

　
〈
報
告
事
項
〉

１　

二
〇
二
〇
年
度
予
算
に
つ
い
て

２　

二
〇
一
九
年
度
の
研
究
成
果
に
つ
い
て

　
〈
審
議
事
項
〉

１　

文
庫
長
の
改
選
に
つ
い
て

　

佐
々
木
孝
浩
君
を
文
庫
長
に
重
任
す
る
件
。

２　

二
〇
二
〇
年
度
の
研
究
事
業
計
画
に
つ
い
て

３　

来
年
度
訪
問
研
究
員
の
受
入
れ
に
つ
い
て

慶
應
義
塾
大
学

附
属
研
究
所 

斯
道
文
庫 　

二
〇
二
〇
年
（
令
和
二
年
）
度
彙
報
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成
城
大
学
か
ら
訪
問
学
者
と
し
て
文
芸
学
部
准
教
授
山
田
尚
子
君
を
受

入
れ
る
件
。

以
上
承
認
。

第
二
回
・
二
〇
二
〇
年
九
月
三
日
（
木
）

　
〈
審
議
事
項
〉

１　

教
員
の
昇
任
人
事
に
つ
い
て

矢
島
明
希
子
君
を
専
任
講
師
へ
昇
任
す
る
人
事
の
審
査
手
続
き
を
開
始

す
る
件
。

以
上
承
認
。

第
三
回
・
二
〇
二
〇
年
十
一
月
十
二
十
六
日
（
木
）

　
〈
報
告
事
項
〉

１　

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
寄
託
品
展
覧
会
に
つ
い
て

２　

斯
道
文
庫
講
演
会
に
つ
い
て

３　

広
報
用
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
つ
い
て

広
報
用
にT

w
itter

に
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
た
件
。

４　

国
文
学
研
究
資
料
館
と
の
歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事
業
に
関
す
る
覚
書
締

結
に
つ
い
て

５　

閲
覧
の
再
開
に
つ
い
て

　
〈
審
議
事
項
〉

１　

二
〇
二
一
年
度
予
算
に
つ
い
て
（
含
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
基
金
）

２　

二
〇
二
一
年
度
斯
道
文
庫
設
置
講
座
・
同
書
誌
学
講
座
の
担
当
に
つ

い
て

３　

文
庫
教
員
の
昇
任
に
つ
い
て

　

矢
島
明
希
子
君
を
専
任
講
師
へ
昇
任
す
る
件
。

以
上
承
認
。

第
四
回
・
二
〇
二
一
年
三
月
二
日
（
火
）

　
〈
報
告
事
項
〉

１　

二
〇
二
一
年
度
予
算
に
つ
い
て

２　

斯
道
文
庫
講
演
会
に
つ
い
て

３　
「
斯
道
文
庫
論
集
」
第
五
十
五
輯
の
上
梓
に
つ
い
て

４　

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
赤
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
寄
贈
とK

eM
Co

オ
ー
プ
ニ

ン
グ
展
示
に
つ
い
て

　
〈
審
議
事
項
〉

１　

研
究
嘱
託
の
任
用
に
つ
い
て

経
済
学
部
教
授
の
津
田
眞
弓
君
、
文
学
部
教
授
の
小
川
剛
生
君
、
文
学

部
准
教
授
の
合
山
林
太
郎
君
、
文
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
川
上
一
君

の
任
期
を
更
新
し
、
文
学
部
准
教
授
の
恋
田
知
子
君
を
新
た
に
研
究
嘱

託
に
委
嘱
す
る
件
。

２　

二
〇
二
一
年
度
塾
内
授
業
担
当
に
つ
い
て

３　

二
〇
二
一
年
度
文
庫
員
の
塾
外
出
講
に
つ
い
て

４　

二
〇
二
一
年
度
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
赤
尾
基
金
に
よ
る
研
究
補

助
に
つ
い
て
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基
金
運
営
委
員
会
の
提
案
に
基
づ
き
、
野
村
航
平
君
（
大
学
院
後
期
博

士
課
程
）
と
川
崎
美
穏
君
（
大
学
院
後
期
博
士
課
程
）
に
各
三
十
万
円

の
補
助
を
行
う
件
。

以
上
承
認
。

第
五
回
・
二
〇
二
一
年
三
月
十
日
（
水
）

　
〈
審
議
事
項
〉

一　

現
行
「
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
赤
尾
記
念
基
金
規
程
」
の
改
訂

現
行
規
程
を
親
規
程
と
し
て
、
斯
道
文
庫
に
お
い
て
取
り
扱
っ
て
き
た

従
来
の
基
金
を
子
規
程
と
す
る
目
的
で
規
程
を
改
訂
す
る
件
。

二　
「
斯
道
文
庫
基
金
規
程
」
の
新
規
制
定

前
議
題
に
伴
い
新
た
に
斯
道
文
庫
に
お
い
て
取
り
扱
う
基
金
の
規
程
を

新
た
に
制
定
す
る
件
。

三　

現
行
「
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
赤
尾
記
念
基
金
規
程
細
則
」
の
廃
止

本
規
程
の
改
訂
に
伴
い
、
付
随
す
る
細
則
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
、
な
ら
び
に
基
金
募
集
要
項
等
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
鑑
み
て
廃
止
す
る
件
。

以
上
承
認
。

　
　
　

Ⅲ　

研 

究 

調 

査

　

斯
道
文
庫
は
、
日
本
お
よ
び
東
洋
の
古
典
籍
に
つ
い
て
、
原
本
調
査
に

基
づ
く
書
誌
学
的
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
広
く
公
表
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
本
年
度
の
研
究
事
業
計
画
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一　

国
書
の
部

　

Ⅰ　

中
世
以
前
成
立
の
韻
文
の
研
究   

＊
各
々
注
釈
書
を
含
む

　
　

１　

勅
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
孝
浩

　
　

２　

和
歌
四
天
王
著
作
の
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
剛
生

　
　

３　

中
世
歌
合
諸
本
の
研
究　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
・
川
上
一

　
　

４　

中
世
後
期
千
首
和
歌
諸
本
の
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
上

５　

室
町
期
歌
会
資
料
の
研
究 

川
上

　

Ⅱ　

中
世
以
前
成
立
の
散
文
の
研
究

　
　

１　

源
氏
物
語
諸
本
の
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木

　
　

２　

中
世
仮
名
法
語
の
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
悠
介

　
　

３　

中
世
聖
徳
太
子
伝
の
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋

　
　

４　

中
世
唱
導
資
料
の
調
査
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋

　
　

５　

能
楽
関
係
資
料
の
調
査
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋

　
　

６　

歴
史
物
語
諸
本
の
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川

　

Ⅲ　

近
世
成
立
の
韻
文
散
文
の
研
究

　
　

１　

近
世
歌
文
集
の
調
査
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
戸
渉

　
　

２　

近
世
後
期
小
説
の
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
田
眞
弓

　

Ⅳ　

学
者
・
学
問
史
の
研
究

　
　

１　

中
世
真
言
密
教
の
聖
教
の
調
査
研
究　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋

　
　

２　

近
世
和
学
・
国
学
資
料
の
調
査
研
究　
　
　
　
　
　
　
　

一
戸

二　

日
本
漢
学
書
の
部
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（
国
書
の
う
ち
漢
文
体
著
作
お
よ
び
漢
籍
注
釈
・
改
編
書
等
）

　

Ⅰ　

博
士
家
関
係
書
の
調
査
研
究

　
　

１　

中
古
・
中
世
漢
詩
文
集
の
調
査
研
究 

堀
川
貴
司

　
　

２　

経
書
受
容
の
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
慎
一
郎

　

Ⅱ　

禅
林
関
係
書
の
調
査
研
究

　
　

１　

漢
籍
・
禅
籍
注
釈
書
お
よ
び
類
書
類
の
調
査
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川
・
住
吉
朋
彦

　
　

２　

漢
詩
文
集
・
語
録
類
の
調
査
研
究　
　
　
　
　
　

堀
川
・
住
吉

　

Ⅲ　

近
世
漢
学
者
の
著
作
研
究

　
　

１　

近
世
漢
詩
文
集
の
書
誌
調
査　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川

　
　

２　

林
羅
山
著
作
類
の
調
査
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川

　
　

３　

松
崎
慊
堂
自
筆
稿
本
並
び
に
書
入
本
の
調
査　
　
　
　
　

堀
川

　
　

４　

近
世
・
近
代
漢
学
者
の
筆
跡
類
の
研
究　
　
　
　
　
　
　

堀
川

　
　

５　

近
世
・
近
代
日
本
に
お
け
る
漢
籍
受
容
の
研
究　

合
山
林
太
郎

三　

漢
籍
の
部

　

Ⅰ　

漢
籍
総
目
録
編
纂
の
た
め
の
書
誌
調
査
並
び
に
研
究　
　
　

全
員

　
　
　
　

重
点
項
目

経
部　

春
秋
類 

斎
藤

　
　
　

小
学
類 

住
吉

子
部　

農
家
・
医
家
類 

矢
島
明
希
子

　
　
　

類
書
類 

住
吉

集
部　

総
集
・
詩
文
評
類 

住
吉
・
矢
島

目
録
稿
の
電
子
化
と
公
開 

住
吉
・
矢
島

Ⅱ　

漢
籍
書
誌
学
の
研
究

１　

旧
鈔
本

論
語
注
釈
書
の
研
究 

全
員

百
二
十
詠
本
文
の
研
究 

 

斎
藤

２　

宋
元
版
・
明
清
版

日
本
所
在
宋
元
版
の
伝
来
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
島

祝
穆
編
書
の
版
本
調
査　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
吉

漁
隠
叢
話
の
校
勘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
吉

毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
の
版
本
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
島

近
世
初
伝
来
本
の
調
査
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
吉

李
公
凱
注
書
の
版
本
調
査　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
吉

３　

朝
鮮
版
・
越
南
版

朝
鮮
乙
亥
字
刊
本
の
調
査
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
吉

４　

五
山
版
・
古
活
字
版

　
　
　

杏
雨
書
屋
・
天
理
図
書
館
蔵
五
山
版
の
調
査
研
究　
　
　
　

住
吉

　
　
　

慶
應
義
塾
所
蔵
五
山
版
の
調
査
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
古
活
字
版
の
調
査
研
究　
　
　
　

住
吉

５　

和
刻
本

　
　
　

禅
籍
和
刻
本
の
調
査
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川
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四　

蔵
書
調
査
・
目
録
の
作
成

　

Ⅰ　

斯
道
文
庫
蔵
特
殊
文
庫
善
本
類
他

　
　

１　

坦
堂
文
庫
目
録
の
作
成　
　
　
　

堀
川
・
住
吉
・
矢
島
・
斎
藤

　
　

２　

亀
井
家
学
文
庫
未
整
理
本
並
び
に
新
収
本
の
整
理
と
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川

　
　

３　

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
寄
託
資
料
目
録
の
作
成　
　
　

全
員

　
　

４　

今
関
文
庫
目
録
の
作
成　

堀
川
・
住
吉
・
矢
島
・
合
山
・
斎
藤

　
　

５　

橫
山
・
松
本
文
庫
目
録
の
作
成　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川

　
　

６　

斯
道
文
庫
所
蔵
古
典
籍
資
料
の
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員

　

Ⅱ　

旧
藩
校
等
の
蔵
書
調
査
・
目
録
作
成

　
　

１　

興
譲
館
高
等
学
校
蔵
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川

　
　

２　

鶴
岡
藩
致
道
館
文
庫
蔵
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川

　

Ⅲ　

諸
文
庫
の
蔵
書
調
査

　
　

１　

建
仁
寺
両
足
院
蔵
書
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川
・
住
吉
・
高
橋
・
矢
島

　
　

２　

陽
明
文
庫
蔵
漢
籍
準
漢
籍
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川
・
住
吉
・
高
橋
・
矢
島
・
斎
藤

　
　

３　

佐
川
町
立
青
山
文
庫
蔵
書
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川
・
住
吉
・
一
戸
・
高
橋
・
矢
島

　
　

４　

慶
應
義
塾
大
学
蔵
近
世
後
期
出
版
物
の
調
査　
　
　
　
　

津
田

　
　

５　

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
橋
本
経
亮
旧
蔵
「
香
果
遺
珍
」
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
戸

　
　

６　

尾
道
市
立
中
央
図
書
館
蔵
書
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川
・
住
吉
・
一
戸
・
高
橋
・
矢
島

　
　

７　

飯
沼
山
円
福
寺
蔵
書
調
査　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員

８　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
東
ア
ジ
ア
図
書
館
蔵
書

調
査 

佐
々
木
・
住
吉

　

Ⅳ　

旧
蔵
書
の
復
元
研
究

１　

紅
葉
山
文
庫
の
復
元
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員

２　

周
防
国
清
寺
旧
蔵
書
の
調
査
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
吉

３　

大
名
家
旧
蔵
書
の
総
合
的
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木

五　

書
物
文
化
史
の
研
究

　
　

１　

日
本
古
典
籍
の
形
態
学
的
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木

　
　

２　

近
世
入
木
道
の
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
戸

　
　

３　

文
献
学
史
の
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
吉

○
研
究
助
成
（
文
庫
員
が
代
表
者
を
務
め
る
も
の
の
み
）

「
陽
明
文
庫
所
蔵
漢
籍
・
準
漢
籍
の
総
合
的
調
査
研
究
（
一
）」

　

本
塾
学
事
振
興
資
金　

百
万
円 

堀
川
・
住
吉
・
高
橋
・
矢
島

「
今
関
天
彭
旧
蔵
書
の
修
復
と
整
理
研
究
（
二
）」

　

本
塾
松
永
記
念
文
化
財
研
究
基
金　

七
十
七
万
四
千
円

 

住
吉
・
堀
川
・
矢
島
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「
在
米
日
本
漢
籍
の
蔵
書
学
―
今
関
天
彭
蒐
集
書
を
事
例
と
し
て
―
」

日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
国
際
共
同
研
究
加
速
基
金
・
国

際
共
同
研
究
強
化
Ｂ
）　

三
百
七
十
五
万
円
（
直
接
経
費
、
以
下
同
）　

 

住
吉
・
堀
川
・
矢
島

「
江
戸
幕
府
紅
葉
山
文
庫
の
再
構
と
発
信
―
宮
内
庁
書
陵
部
収
蔵
漢
籍
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
基
づ
く
古
典
学
―
」
同
（
基
盤
研
究
Ａ
）

 

一
千
六
十
五
万
円　

住
吉
（
分
担
者
文
庫
員
全
員
）

「
近
世
学
芸
史
上
に
お
け
る
復
古
的
潮
流
の
研
究
」
同
（
基
盤
研
究
Ｃ
）

一
〇
四
万
円 

一
戸

「
称
名
寺
聖
教
を
中
心
と
し
た
東
国
寺
院
に
お
け
る
唱
導
資
料
と
説
話
に

関
す
る
研
究
」
同
（
基
盤
研
究
Ｃ
）　

 

四
十
万
七
千
九
二
円
（
昨
年
度
か
ら
の
繰
り
越
し
延
長
分
）
高
橋

「
称
名
寺
の
唱
導
資
料
を
中
心
と
し
た
寺
院
聖
教
の
調
査
・
研
究
」
同
（
基

盤
研
究
Ｂ
） 

二
二
〇
万
円　

高
橋

「
狩
野
文
庫
本
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』
に
お
け
る
書
入
れ
の
翻
刻
と

研
究
」
同
（
若
手
研
究
）　

七
十
万
円 
矢
島

「
能
作
品
の
仏
教
関
係
語
句
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
と
能
の
宗
教
的
背
景

に
関
す
る
研
究
」（
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
「
能
楽
の
国
際
・

学
際
的
研
究
拠
点
」
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
二
〇
二
〇
年
度
共
同

研
究
）　

三
五
万
円 

高
橋

◯
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
赤
尾
記
念
基
金
研
究
補
助

「
近
世
に
お
け
る
源
氏
物
語
享
受
に
つ
い
て
」　

三
十
万
円

 

松
原
志
伸
（
女
子
高
等
学
校
教
諭
）

「
中
世
末
期
～
近
世
前
期
の
地
方
武
家
文
芸
の
研
究
―
連
歌
・
和
漢
聯
句

を
中
心
に
」　

三
十
万
円 

川
崎
美
穏
（
大
学
院
後
期
博
士
課
程
）

○
文
庫
員
・
研
究
嘱
託
の
主
な
研
究
成
果

佐
々
木
孝
浩

『
源
氏
物
語
』
本
文
研
究
の
蹉
跌
―
「
若
紫
」
帖
発
見
報
道
を
め
ぐ
っ
て

―
（「
日
本
文
学
」
第
六
九
巻
第
七
号
・
二
〇
二
〇
年
七
月
）

巻
子
装
の
勅
撰
集
―
続
千
載
和
歌
集
を
中
心
に
―
（
浅
田
徹
他
編
『
和
歌

史
の
中
世
か
ら
近
世
へ
』
Ａ
５
判
六
四
二
頁
・
花
鳥
社
・
二
〇
二
〇
年

十
一
月
）

「
大
島
本
源
氏
物
語
」
の
再
検
討 : 

新
発
見
の
定
家
監
督
書
写
本
「
若
紫
」

帖
と
の
比
較
を
中
心
に
（「
斯
道
文
庫
論
集
」
第
五
十
五
輯
・
二
〇
二

一
年
二
月
）

本
と〈
作
者
〉―
作
品
の
格
と
内
題
と
の
関
係（『〈
作
者
〉と
は
何
か 

継
承
・

占
有
・
共
同
性
』
Ａ
５
判
五
一
二
頁
・
岩
波
書
店
・
二
〇
二
一
年
三
月
）

堀
川
貴
司

【
貴
重
書
紹
介
】
駿
河
版
『
大
蔵
一
覧
集
』
―
日
本
初
の
金
属
活
字
出
版

物
―
（「M

ediaN
et

」
第
二
七
号
・
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
）

脇
坂
安
元
旧
蔵
書
に
つ
い
て
―
『〔
公
任
家
集
〕』
を
例
に
―
（『
和
歌
史

の
中
世
か
ら
近
世
へ
』
花
鳥
社
）
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『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
三
）〔
注
釈
〕（
飯
塚
大
展
・
佐
藤
俊
晃
・

比
留
間
健
一
と
の
共
著
）（「
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
」
第
三
二
号
・

二
〇
二
〇
年
十
二
月
）

慶
應
義
塾
所
在
近
世
文
人
書
簡
筆
跡
類
総
覧 (

四) : 

三
田
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
貴
重
書
室 (
そ
の
三) （「
斯
道
文
庫
論
集
」
第
五
十
五
輯
）

新
収
資
料
一
覧
（
そ
の
四
）（
編
、「
斯
道
文
庫
論
集
」
第
五
十
五
輯
）

詩
歌
と
絵
画
・
画
賛
の
文
化
―
日
本
中
世
禅
林
を
中
心
に
（
ハ
ル
オ
・
シ

ラ
ネ
編
『
東
ア
ジ
ア
の
自
然
観　

東
ア
ジ
ア
の
環
境
と
風
俗
』
東
ア
ジ

ア
文
化
講
座
四
・
文
学
通
信
・
二
〇
二
一
年
三
月
）

A
 Japanese Com

m
entary H

istory of Jianghu fengyue ji : From
 

M
edieval to Early-M

odern

（
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ノ
ッ
ト
訳
）（Studies 

in Japanese Literature and Culture V
ol.4 

二
〇
二
一
年
三
月
）

住
吉
朋
彦

論
語
疏
（
解
題
）（『<

古
代
中
世>

日
本
人
の
読
書
』
慶
應
義
塾
図
書
館
・

二
〇
二
〇
年
十
月
）

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵 

旧
鈔
『
論
語
義
疏
』
伝
本
解

題
（「
斯
道
文
庫
論
集
」
第
五
十
五
輯
）

佚
存
書
の
発
生
―
日
中
文
献
学
の
交
流
―
（『
漢
字
を
使
っ
た
文
化
は
ど

う
広
が
っ
て
い
た
の
か 

東
ア
ジ
ア
の
漢
字
漢
文
文
化
圏
』
文
学
通
信
・

二
〇
二
一
年
三
月
）

 

一
戸
渉

禁
裏
の
文
化
と
和
学
（
事
典
項
目
）（『
日
本
思
想
史
事
典
』
丸
善
出
版
・

二
〇
二
〇
年
四
月
）

「
炎
上
」す
る
江
戸
の
言
説
空
間
―
宣
長
・
秋
成
と
藤
貞
幹
の「
偽
書
」（「
ユ

リ
イ
カ
」 

第
五
二
巻
第
十
五
号
・
二
〇
二
〇
年
十
二
月
）

文
庫
開
設
六
十
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム「
書
誌
学
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」

開
催
記
（「
斯
道
文
庫
論
集
」
第
五
十
五
輯
）

稲
荷
社
祀
官
大
西
親
盛
の
和
歌 

続
々 : 

京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
『〔
歌
日
記
〕』

翻
印
と
解
題 （
２
）（「
斯
道
文
庫
論
集
」
第
五
十
五
輯
）

橋
本
経
亮
旧
蔵 

香
果
遺
珍
目
録
（
Ｂ
５
判
二
〇
七
頁
・
慶
應
義
塾
大
学

三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
二
〇
二
一
年
三
月
）

高
橋
悠
介

千
字
文
説
草
と
そ
の
特
色
―
亡
息
・
亡
息
女
供
養
の
説
草
を
中
心
に
（「
仏

教
文
学
」
四
五
・
二
〇
二
〇
年
四
月
）

真
言
立
川
流
・
能
の
思
想（
事
典
項
目
）（『
日
本
思
想
史
事
典
』丸
善
出
版
）

身
体
生
成
を
め
ぐ
る
思
想
と
中
世
仏
教
―
五
蔵
観
・
魂
魄
・
胎
内
説
（『
日

本
宗
教
史
３ 

宗
教
の
融
合
と
分
離
・
衝
突
』
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
二

〇
年
七
月
）

貞
慶
を
め
ぐ
る
説
話
と
律
院
―
「
異
砂
記
」・
狛
行
光
春
日
霊
験
譚
（「
説

話
文
学
研
究
」
五
五
・
二
〇
二
〇
年
九
月
）

観
世
清
和
監
修
／
松
岡
心
平
・
横
山
太
郎
・
高
橋
悠
介
編
『
観
世
文
庫
所

蔵
能
楽
資
料
解
題
目
録
』（
Ａ
５
判
七
六
八
頁
・
檜
書
店
・
二
〇
二
一
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年
一
月
）

享
保
期
の
江
戸
城
西
丸
へ
の
謡
本
献
上
と
謡
曲
改
訂 (

二)

（「
斯
道
文
庫

論
集
」
第
五
十
五
輯
）

観
世
文
庫
の
文
献
資
料
の
形
成
と
蔵
書
管
理
の
一
端（「
能
と
狂
言
」一
七
、

二
〇
二
一
年
三
月
）

矢
島
明
希
子

(

共
訳)

漢
帝
国
の
遺
産
：
道
教
の
勃
興（
東
方
学
術
翻
訳
叢
書
）（
姜
生
著
、

三
浦
國
雄
・
田
訪
監
訳
、
Ａ
５
判
・
六
九
八
頁
・
東
方
書
店
・
二
〇
二

〇
年
一
〇
月
）

日
本
に
お
け
る
『
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
』
の
受
容 : 

国
書
中
の
引
用
に

関
す
る
調
査
（「
斯
道
文
庫
論
集
」
第
五
十
五
輯
）

津
田
真
弓

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
立
図
書
館
蔵
合
巻『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』調
査
報
告（
慶

應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要「
人
文
科
学
」第
三
十
五
号
・
二
〇
二
〇
年
六
月
）

疱
瘡
絵
本
『〈
疱
瘡
請
合
〉
軽
口
噺
〉
考
』（「
太
平
余
興
」
第
七
集
・
二

〇
二
〇
年
十
一
月
）

み
ち
の
く
が
未
知
の
世
界
に
出
会
う
―
「
文
化
露
寇
」
の
衝
撃
を
考
え
る

（
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
「
文
学
・
語
学
」
第
二
二
九
号
・
二
〇
二

一
年
一
月
）

「
花
散
里
」
か
ら
考
え
る
江
戸
の
源
氏
受
容
─
『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
の
成

功
（
久
保
朝
孝
編
『
源
氏
物
語
を
開
く
―
専
門
を
異
に
す
る
国
文
学
研

究
者
に
よ
る
論
考
54
編
』
武
蔵
野
書
院
・
二
〇
二
一
年
三
月
）小

川
剛
生

歩
む
良
基
、
走
る
師
良
―
摂
関
た
ち
の
身
体
（「
本
郷
」
第
一
四
七
号
・

吉
川
弘
文
館
・
二
〇
二
〇
年
五
月
）

武
士
と
和
歌
―
題
詠
を
め
ぐ
っ
て
（「
短
歌
研
究
」
第
七
十
七
巻
第
七
号
・

二
〇
二
〇
年
七
月
）

徒
然
草
を
よ
み
な
お
す
（
新
書
版
一
九
一
頁
・
筑
摩
書
房
・
二
〇
二
〇
年

十
月
）

西
行
上
人
集
の
伝
来
（
浅
田
徹
他
編
『
和
歌
史
の
中
世
か
ら
近
世
へ
』
花

鳥
社
）

《
学
界
時
評
・
中
世
》
二
〇
一
九
年
度
（「
ア
ナ
ホ
リ
ッ
シ
ュ
國
文
学
」
第

九
号
・ 

響
文
社
・
二
〇
二
〇
年
十
一
月
）

積
翠
寺
蔵
和
漢
聯
句
「
心
も
て
」
注
釈
―
天
文
十
五
年
の
武
田
晴
信
・
三

条
西
実
澄
・
妙
心
寺
派
禅
僧
（「
三
田
國
文
」
第
六
十
五
号
・
二
〇
二

〇
年
十
二
月
）

尚
侍
藤
原
頊
子
（
万
秋
門
院
）
と
後
宇
多
院
（『
日
本
歴
史
』
編
集
委
員

会
編
『
恋
す
る
日
本
史
』
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
二
一
年
二
月)  

合
山
林
太
郎

江
戸
漢
詩
の
名
所
詠
と
永
井
荷
風
（
小
林
ふ
み
子
・
中
丸
宣
明
編
『
好
古

趣
味
の
歴
史
―
江
戸
東
京
か
ら
た
ど
る
』
法
政
大
学
江
戸
東
京
研
究
セ

ン
タ
ー
・
文
学
通
信
・
二
〇
二
〇
年
六
月
）



─ 569 ─

「
和
漢
」
型
の
漢
詩
詞
華
集
の
流
行
と
近
代
日
本
に
お
け
る
古
典
の
教
養

―
結
城
蓄
堂
『
和
漢
名
詩
鈔
』
と
簡
野
道
明
『
和
漢
名
詩
類
選
評
釈
』

（
荒
木
浩
編
『
古
典
の
未
来
学
―Projecting Classicism

』
文
学
通
信
・

二
〇
二
〇
年
十
月
）

狂
詩
（
金
文
京
編
『
漢
字
を
使
っ
た
文
化
は
ど
う
広
が
っ
て
い
た
の
か 

東
ア
ジ
ア
の
漢
字
漢
文
文
化
圏
』
東
ア
ジ
ア
文
化
講
座
二
・
文
学
通
信
・

二
〇
二
一
年
三
月
）

王
安
石「
山
櫻
」詩
と
近
世
日
本
に
お
け
る
サ
ク
ラ
に
つ
い
て
の
議
論（
東

英
寿
編
『
唐
宋
八
大
家
の
探
求
』
花
書
院
・
二
〇
二
一
年
三
月
）

斎
藤
慎
一
郎

第
32
回
慶
應
義
塾
図
書
館
貴
重
書
展
示
会 

古
代
中
世 

日
本
人
の
読
書

（
佐
藤
道
生
監
修
・
佐
藤
道
生
・
山
田
尚
子
と
の
共
著
・
慶
應
義
塾
図

書
館
・
二
〇
二
〇
年
十
月
）

師
顧
堂
影
印
金
澤
文
庫
本
《
春
秋
經
傳
集
解
》
解
題
（
喬
秀
岩
・
葉
純
芳

訳
・「
版
本
目
录
学
研
究
」
第
十
二
輯
・
二
〇
二
〇
年
十
二
月
）川

上
一

室
町
時
代
公
武
月
次
歌
会
の
諸
相
―
応
仁
・
文
明
の
乱
を
軸
に
―
（「
藝

文
研
究
」
一
一
八
号
・
二
〇
二
〇
年
六
月
）

正
徹
晩
年
の
「
招
月
庵
歌
壇
」
の
実
態
―
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵

『
招
月
庵
詠
歌
・
四
十
二
番
歌
合
』
を
め
ぐ
っ
て
―
（「
中
世
文
学
」
六

五
号
・
二
〇
二
〇
年
六
月
）

足
利
義
政
文
芸
資
料
考
―
家
集
お
よ
び
連
歌
資
料
に
つ
い
て
―
（「
三
田

國
文
」
六
十
五
号
・
二
〇
二
〇
年
十
二
月
）

『
物
語
二
百
番
歌
合
』『
源
氏
物
語
歌
合
』所
収
現
存
物
語
歌 

対
照
表（「
三

田
國
文
」
六
五
号
・
二
〇
二
〇
年
一
二
月
）
※
髙
橋
諒
氏
と
の
共
編

文
明
十
三
年
着
到
千
首
に
つ
い
て
―
本
文
の
形
成
及
び
「
続
歌
」
の
機
能

―
（「
国
語
国
文
」
九
十
巻
一
号
・
二
〇
二
一
年
一
月
）

　
　
　

Ⅳ　

調 

査 

出 

張

二
〇
二
〇
年
十
二
月
六
日
―
十
一
日　

大
分
県
中
津
市
歴
史
博
物
館
・
新

中
津
市
学
校　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
戸
渉

十
二
月
十
八
日
―
十
九
日　

愛
知
県
西
尾
市
岩
瀬
文
庫　
　
　

堀
川
貴
司

二
〇
二
一
年
一
月
十
二
日
―
十
五
日　

岡
山
県
井
原
市
興
譲
館
高
等
学
校

 

堀
川

三
月
七
日
―
十
一
日　

岡
山
県
井
原
市
興
譲
館
高
等
学
校　

 

堀
川

三
月
九
日
―
十
日　

愛
知
県
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫　
　
　
　

矢
島
明
希
子

三
月
十
六
―
十
九
日　

山
口
県
宇
部
市
立
図
書
館
新
井
文
庫　
　
　

堀
川

三
月
二
十
日
―
二
十
三
日　

京
都
市
立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
学
而

館　

同
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館　

同
佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム　

同
図
書
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
吉
朋
彦

三
月
二
十
三
日
―
二
十
八
日　

新
中
津
市
学
校　
　
　
　
　
　
　
　

一
戸

そ
の
他　

観
世
文
庫　

宮
内
庁
書
陵
部　

国
立
公
文
書
館　

国
文
学
研
究

資
料
館　

国
立
国
会
図
書
館　

駒
澤
大
学
図
書
館　

東
京
都
立
中
央
図
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書
館　

早
稲
田
大
学
図
書
館

　
　
　

Ⅴ　

斯
道
文
庫
講
座
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ラ
ー
ン

○
斯
道
文
庫
書
誌
学
講
座
（
大
学
院
）

Ⅰ
（
春
学
期
）
Ⅱ
（
秋
学
期
）（
国
文
学
） 

佐
々
木
孝
浩

　

写
本
書
誌
学
入
門
Ⅰ
・
Ⅱ

Ⅲ
（
春
学
期
）
Ⅳ
（
秋
学
期
）（
漢
籍
） 

住
吉
朋
彦

　

東
洋
書
誌
学
研
究
法
（
序
説
）（
実
習
）

Ⅴ
（
春
学
期
）
Ⅵ
（
秋
学
期
）（
基
礎
） 

堀
川
貴
司

　

日
本
の
版
本

○
斯
道
文
庫
設
置
講
座
（
学
部
）

書
物
と
文
化
Ⅰ
（
春
学
期
）
Ⅱ
（
秋
学
期
） 

一
戸
渉

　

書
誌
学
の
方
法
と
実
践

書
物
文
化
史
研
究
Ⅰ
（
春
学
期
） 
高
橋
悠
介

　

寺
院
伝
来
の
書
物
を
学
ぶ

書
物
文
化
史
研
究
Ⅱ
（
秋
学
期
） 

矢
島
明
希
子

　

漢
籍
の
歴
史
と
そ
の
調
査
方
法

◯
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ラ
ー
ン

　

慶
應
義
塾
大
学
で
は
、英
国
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
配
信
事
業
体「
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
ラ
ー
ン
」
に
参
加
し
、
そ
の
最
初
の
番
組
と
し
て
「Japanese 

Culture T
hrough Rare Books

」（
全
三
週
、
主
任
講
師
佐
々
木
孝
浩
、

講
師
一
戸
渉
）
を
二
〇
一
六
年
度
よ
り
配
信
し
て
い
る
。
本
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
学
習
機
会
確
保
の
た
め
に
、

二
〇
一
九
年
十
月
よ
り
配
信
し
て
い
る
第
七
回
を
二
〇
二
〇
年
度
を
通
じ

て
配
信
を
継
続
し
た
。
ま
た
そ
の
日
本
語
版
で
あ
る
「
古
書
か
ら
読
み

解
く
日
本
の
文
化: 

和
本
の
世
界
」
の
第
一
回
を
二
〇
二
〇
年
六
月
よ
り

配
信
し
た
。「Sino-Japanese Interactions T

hrough Rare Books

」

（
全
四
週
、
主
任
講
師
堀
川
貴
司
、
講
師
住
吉
朋
彦
・
髙
橋
智
）
を
二
〇
一

七
年
度
よ
り
配
信
し
て
い
る
が
、
そ
の
第
五
回
を
二
〇
二
〇
年
八
月
よ
り

配
信
開
始
し
、
二
〇
二
〇
年
度
中
は
配
信
を
継
続
し
た
。
ま
た
そ
の
日
本

語
版
「
古
書
か
ら
読
み
解
く
日
本
の
文
化: 

漢
籍
の
受
容
」
の
第
一
回
を

二
〇
二
〇
年
七
月
よ
り
配
信
し
た
。
二
〇
一
八
年
度
よ
り
配
信
し
て
い
る

「T
he A

rt of W
ashi Paper in Japanese Rare Books

」（
全
二
週
、

主
任
講
師
佐
々
木
、
講
師
白
戸
満
喜
子
）
の
第
四
回
を
二
〇
二
一
年
三
月

よ
り
配
信
し
た
。
ま
た
そ
の
日
本
語
版
「
古
書
か
ら
読
み
解
く
日
本
の
文

化: 

和
本
を
彩
る
和
紙
の
世
界
」
を
二
〇
二
一
年
一
月
よ
り
配
信
し
た
。

　
　
　

Ⅵ　

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

○
斯
道
文
庫
講
演
会
（
第
三
十
三
回
）

　

文
庫
開
設
六
十
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
書
誌
学
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か

ら
」
を
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
十
八
日
（
土
）
にY

ouT
ubeLive

を
利

用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
通
り
。

趣
旨
説
明　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
孝
浩
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基
調
講
演　

資
料
発
掘
と
斯
道
文
庫

 

講
師　

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授　

佐
藤
道
生
氏

文
庫
員
研
究
報
告

斯
道
文
庫
所
蔵
文
人
筆
跡
類
に
つ
い
て 

　

堀
川
貴
司

密
教
聖
教
の
略
字
表
記
と
東
密
西
院
流
ー
僧
名
表
記
を
中
心
に

 

高
橋
悠
介

　

斯
道
文
庫
所
蔵
影
宋
本
爾
雅
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

矢
島
明
希
子

　

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
論
語
疏
』
巻
六
の
文
献
価
値

 

住
吉
朋
彦
・
種
村
和
史
・
斎
藤
慎
一
郎

共
同
討
議
・
質
疑
応
答

Ⅶ　

展　

示　

会

○
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
寄
託
品
展
覧
会

「
文
人
の
書
」（
共
催
：
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
、
慶
應
義
塾

図
書
館
）

会
場　

慶
應
義
塾
図
書
館
展
示
室
、
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
ス
ペ
ー
ス

期
間　

二
〇
二
〇
年
十
一
月
九
日
―
十
二
月
十
一
日

　
　
　

Ⅷ　

図　
　
　

書

二
〇
二
〇
年
度
図
書
増
加
冊
数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
六
九
冊

　

内
寄
贈
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
三
冊

二
〇
二
〇
年
度
逐
次
刊
行
物
増
加
数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
種

二
〇
二
〇
年
度
三
月
末
日
現
在
累
計
蔵
書
数　
　
　

一
二
八
、
一
〇
五
冊

他
に
寄
託
図
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
三
六
、
七
〇
〇
冊

寄
託
美
術
品　

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
（
文
庫
約
一
万
五
千
冊
を
含
む
） 

一
、
七
四
〇
点

　

御
厚
情
を
お
寄
せ
頂
い
た
主
な
寄
贈
者（
逐
次
刊
行
物
を
除
く
）の
方
々

の
芳
名
を
左
に
録
し
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）。

朝
日
町
歴
史
博
物
館　

阿
部
脩
二　

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館

九
州
国
立
博
物
館　

京
都
国
立
博
物
館　

京
都
女
子
大
学　

京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所　

慶
應
義
塾
図
書
館　

慶
應
義
塾
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
モ

ン
ズ　

国
外
所
在
文
化
財
財
団　

国
文
学
研
究
資
料
館　

佐
藤
道
生　

史

跡
足
利
学
校
事
務
所　

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所　

昭
和
女
子
大

学
光
葉
博
物
館　

神
宮
文
庫　

高
木
浩
明　

滝
澤
み
か　

武
井
紀
子　

武

田
科
学
振
興
財
団 

杏
雨
書
屋　

舘
野
文
昭　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー　

名
古
屋

大
学
文
学
研
究
科
附
属
人
類
文
化
遺
産
テ
ク
ス
ト
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

西

尾
市
岩
瀬
文
庫　

二
松
学
舎
大
学　

林
進　

仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財

団　

古
田
龍
啓　

平
凡
社　

堀
部
正
円　

松
永
知
海　

宮
川
真
弥　

妙

法
院
門
跡　

八
尾
隆
生　

柳
川
古
文
書
館　

山
本
啓
介　

龍
谷
学
会　

K
athleen M

ylen-Coulom
be

Ⅸ　

文 

献 

複 

写

　

本
年
度
も
公
私
の
図
書
館
・
文
庫
所
蔵
本
に
つ
い
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
等
に
よ
る
副
本
の
作
成
を
行
っ
た
。
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二
〇
二
〇
年
度
増
加
数

　
　

百
呎
Ｄ
・
Ｄ
フ
ィ
ル
ム　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
リ
ー
ル

　
　
（
劣
化
し
た
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
更
新
と
し
て
）

　
　

電
子
媒
体
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
―
Ｒ
） 

五
枚

　

二
〇
二
〇
年
度
三
月
末
日
現
在
累
計

　
　

百
呎
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
一
六
一
リ
ー
ル

　
　

同　

Ｄ
・
Ｄ
フ
ィ
ル
ム　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
六
五
リ
ー
ル

　
　

同　

ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
二
一
五
リ
ー
ル

　
　

電
子
媒
体
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
―
Ｒ
）（
未
登
録
分
含
む
） 

二
〇
九
枚

　
　

紙
焼
写
真
・
電
子
複
写　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
、
八
六
四
冊

　
　

同
（
未
装
訂
） 

約
一
、
〇
〇
〇
枚

　

以
上
の
複
写
は
本
文
庫
の
研
究
事
業
計
画
に
賛
意
を
表
さ
れ
た
所
蔵
者

各
位
の
御
厚
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
芳
名
を
左
に
録
し
深
甚
の
謝
意
を

表
す
る
。

　

建
仁
寺
両
足
院
殿　

陽
明
文
庫
殿　

銚
子
市
円
福
寺
殿

　
　
　

Ⅹ　

見　

学　

者

　

本
年
度
の
斯
道
文
庫
見
学
者
は
な
か
っ
た
。

　
　
　

Ⅺ　

国
文
学
研
究
資
料
館
歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事
業
へ
の
参
画

　

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
が

実
施
す
る
日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
の
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

計
画
（
略
称
、
歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事
業
）
に
お
け
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築

に
関
し
て
、
本
年
度
十
一
月
二
十
四
日
に
覚
書
を
締
結
し
、
当
該
事
業
に

参
画
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
本
年
度
は
『
言
海
〔
校
正
刷
〕』

を
は
じ
め
計
二
点
の
資
料
の
撮
影
デ
ー
タ
を
先
方
へ
提
供
し
た
。

Ⅻ　

刊 

行 

事 

業

一
、
斯
道
文
庫
論
集　

第
五
十
五
輯　

Ａ
５
判
四
二
七
頁　

二
〇
二
一
年

二
月
二
十
八
日
発
行

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
刊
行
し
た
す
べ
て
の
論
集
は
、
慶
應
義
塾
大
学
学

術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
ー
（K

O
A

RA

）http://koara.lib.keio.ac.jp/
xoonips/　

に
お
い
て
閲
覧
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

既
刊
図
書
一
覧

斯
道
文
庫
書
誌
叢
刊

　

江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
四
巻

　

室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録

○
コ
ル
デ
ィ
エ
文
庫
分
類
目
録　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
千
円

　

大
阪
府
立
岸
和
田
高
等
学
校
和
漢
書
目
録

○
慶
應
義
塾
大
学

附
属
研
究
所

斯
道
文
庫
収
蔵 

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
等
目
録
初
輯 

七
千
円

○
慶
應
義
塾
大
学

附
属
研
究
所

斯
道
文
庫
貴
重
書
蒐
選　

図
録
解
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
千
円

◇
古
今
集
注
釈
書
伝
本
書
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
万
円

○
慶
應
義
塾
大
学

附
属
研
究
所

斯
道
文
庫
蔵 

浜
野
文
庫
目
録
―
附
善
本
略
解
題 

二
万
円

○
慶
應
義
塾
大
学

附
属
研
究
所

斯
道
文
庫
撮
影　

建
仁
寺
両
足
院
蔵
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
目
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録
初
編 

二
千
円

斯
道
文
庫
古
典
叢
刊

○
四
部
合
戦
状
平
家
物
語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
万
円

○
百
二
十
句
本
平
家
物
語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
万
五
千
円

○
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち 

（
品
切
）

○
諸
本
対
照
十
七
条
憲
法
訓
読
並
校
異 

（
品
切
）

○
未
刊
影
印
橘
守
部
著
作
集
十
巻 

各
巻
七
千
～
一
万
円
（
一
部
品
切
）

○
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵 

小
津
家
古
筆
切
集
影 

三
千
六
百
八
十
九
円

◇
中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
五
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
万
八
千
円

そ
の
他

○
阿
部
隆
一
遺
稿
集
四
巻 

各
巻
九
千
～
二
万
円
（
一
部
品
切
）

○
斯
道
文
庫
三
十
年
略
史　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
千
五
百
円

◇
古
今
集
注
釈
書
影
印
叢
刊
第
一
期
八
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
万
円

◇
図
説 

書
誌
学
―
古
典
籍
を
学
ぶ 

 
三
千
五
百
円

　
（
○
印
は
汲
古
書
院　

◇
印
は
勉
誠
出
版
よ
り
販
売　

価
格
は
税
別
）




